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1 ．はじめに
　2017（平成29）年 3 月，新しい学習指導要領が公示さ
れた。新学習指導要領では改訂の基本的な考え方として，
子どもたちが未来の社会を力強く生きるための資質・能
力をいっそう確実に育成すること，そして今後求められ
る資質・能力を社会と共有し，社会に開かれた教育課程
をつくっていくことが目指されている。
　教育内容の主な改善事項として， 1 ．言語能力の確実
な育成， 2 ．理数教育の充実， 3 ．伝統や文化に関する
教育の充実， 4 ．道徳教育の充実， 5 ．体験活動の充実，
6 ．外国語教育の充実の 6 点が挙げられている（文部科
学省 2017）。
　このうち， 3 ．伝統や文化に関する教育の充実は，前
回，平成20年の学習指導要領改訂においても，「国際社
会に生きる日本人としての自覚の育成が求められる中，
（中略）我が国の音楽文化に愛着をもつとともに他国の
音楽文化を尊重する態度等を養う」（文部科学省 2008, 
p. 3）とされ，教育内容改善の基本方針の一つとして一
貫して示され続けてきた。二十一世紀の国際社会を生き
る日本人として，子どもたちに自国の伝統文化のよさを
理解し味わうことのできる力，そしてそれを自分自身の
表現手段の一つとして用いていく力を育てることが求め
られている。
　本研究の目的は，我が国の中学校音楽科教科書におけ
る日本伝統音楽の取扱いについて，その傾向分析を行う
ことである。
　社会が西洋近代化していく中で，自国の伝統文化に対
してどのように対峙するか，自国の伝統音楽を公教育の
制度の中でどのように扱うかについては，我が国のみな
らず，広くアジア地域を見渡した時にも各国において喫
緊の課題となっている。とくにお隣の国，韓国における
伝統音楽の取扱いの動向は，我が国にとって大変参考に
なる事例である。韓国音楽教育学会会長の玄璟實（ヒョ
ンギョンシル）は，2015（平成27）年10月に宮崎にて開
催された第46回日本音楽教育学会大会において「教科書
で見る韓国伝統音楽教育の歴史」と題する講演を行った
（玄 2015）。本研究は，玄の講演から示唆を得て，それ
と照らし合わせて我が国の状況を分析検討する比較研究
である。なお，玄は韓国の高等学校の音楽教科書を分析
対象としているが，本研究では，音楽が芸術科目の中の
選択科目である高等学校ではなく，義務教育の中で授業
が必修として位置づく中学校の音楽教科書に焦点をあてる。
2 ．教科書の傾向分析
⑴　分析の対象
　韓国の教科書は，国定，検定，認定の 3 種類があり，
ほとんどの教科書が認定教科書であるという（玄2015, 
p. 17）。玄は，教育課程改訂期ごとに 3 種類ずつの教科
書を選び，分析している。
　それに対して，現在，我が国の中学校の音楽科教科書
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は， 2 つの会社から出版されている。一つは教育芸術社，
もう一つは教育出版社である。本稿では，戦後一貫して
出版され続け，現在も出版されている教育芸術社と教育
出版社，この 2 社の教科書を分析対象として分析を行っ
た。
　1958（昭和33）年以降，学習指導要領の改訂時期を考
慮し，1972（昭和47）年，1981（昭和56）年，1995（平
成 7 ）年，2003（平成15）年，2014（平成26）年発行の
各教科書を分析することとした。
⑵　伝統音楽の割合の変化
　まず，教科書の中の日本伝統音楽の記述の割合を見て
みる（図 2 ）。図 2 は，教科書の全ページに対する日本
伝統音楽のページの割合を示したものである。教育出版
では，1958年版ではわずか5. 3％であったが，1972年版
では16％と増加している。その後，2003年版まで，割
合は徐々に減っていき，そしてその後，2014年版では
14. 3％に増えている。割合の平均値は，9. 68％，約10％
であるといえる。
　韓国では，2015年においてその割合は，約25パーセン
トである（玄2015, p. 18）。韓国に比べ，日本の教科書に
おける伝統音楽の割合は低い。この数値に，両国の伝統
音楽にたいする考え方の違いが明確に表れているといえ
る1）。
　経年変化において注目すべきは，2003年まで徐々に割
合は減少し，その後2014年で10パーセント以上にまで上
昇していることである。なぜそのようなことになってい
るのだろうか。
　図 3 ，図 4 は，総授業時間数の変化を示すグラフであ
る。2002年，我が国では，学校週 5 日制が実施され，そ
れと同時に，「総合的学習の時間」が導入された。その
ため，各教科の年間授業時間数は2002年に，全体的に減っ
ている。
　中学校においても，その傾向は同様である。中学校で
の時数減少は小学校にくらべ，より大きい。国語，数学，
体育等では，その後2012年には時数が増加しているが，
音楽の授業時数は115時間と減少したままとなった。
　ここで，再度，図 2 を見てみよう。教科書における日
本伝統音楽のページ数の割合は，2003年版まで徐々に減
少している。この傾向を，図 3 ，図 4 と照し合せて考え
ると，ページ数割合の減少傾向と，授業時数全体の減少
傾向は比例している。このことから，2003年版までの減
少傾向は，授業時数の減少と相関があるのではないかと
推察される。
　しかし，2014年版ではその割合は，教育出版が14. 3％，
教育芸術社が10. 3％と増加している（図 2 ）。
　これは，2006（平成18）年に戦後60年ぶりに教育基本
法が改正され，これからの国際社会を生きる日本人とし
て伝統文化を尊重する態度を養うことが謳われ，それを
受けて2008（平成20）年の学習指導要領で我が国の伝統
音楽の指導の充実が目指されたこと，そのことが教科書
図 1　 教科書の表紙　右：教育芸術社　左：教育出版社
図 2　教科書における日本伝統音楽の割合
図 3　小学校の授業時数の変化
図 4　中学校の授業時数の変化
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の内容の変化と割合の増加を生んだものと考えられる。
⑶　活動領域ごとの割合の変化
　次に，活動領域ごとの割合の変化を見てみる。玄は，
活動領域を歌唱，器楽，鑑賞，創作，理解の 5 領域で分
析している（玄2015, p. 18）ので，それをふまえ本稿でも，
音楽の活動領域として，歌唱，器楽，鑑賞，創作，そし
て音楽理論の 5 つを設定した（図 5 ）。
　表現領域の歌唱と器楽の割合が，1972年の時点であわ
せて65. 9パーセントであるが，その後，年を経るごとに
歌唱と器楽の割合は減少している。それと反比例して，
鑑賞領域の割合が2003年に至るまで大きく増加し，2003
年で73. 9パーセントを占めるに至っている。
　日本伝統音楽の学習領域として，鑑賞領域はもっとも
主要な領域となっている。韓国では，器楽領域が着実に
増加していること，また 5 領域をバランスよく学ぶよ
うに変化してきていることが指摘されている（玄2015, 
p. 18）のに比べ，我が国では，圧倒的に鑑賞活動が主と
なっている。しかし，2003年から2014年にかけては歌唱
領域が8. 7パーセントから23パーセントに，器楽領域が
8. 7パーセントから13. 6パーセントにと若干増加する傾
向にある。これは，平成20年の学習指導要領（中学校）に，
歌唱教材として「民謡，長唄などの我が国の伝統的な歌
唱のうち，地域や学校，生徒の実態を考慮して，伝統的
な特徴を感じ取れるもの（p. 34）」と入ったこと，およ
び指導上の配慮事項として「我が国の伝統的な歌唱や和
楽器の指導については，言葉と音楽との関係，姿勢や身
体の使い方についても配慮すること（p. 62）」と入った
記述を受けての変化と考えられる。平成29年の新学習指
導要領においても，伝統文化の指導の充実は引き続き，
改善の重要事項として挙げられており，また「体験活動
の充実」も言われていることから，今後この傾向はさら
に進むものと予想される。
⑷　歌唱教材曲の内容の変化
　表 1 は，各期ごとの歌唱教材曲数の変化を示したもの
である。
　日本伝統音楽の歌唱教材曲を，民謡，わらべうた，雅
楽（唱
しょう
歌
が
を含む），箏唄，謡
うたい
，長唄の 6 つに分類した。
あわせて表 2 として，その具体的な曲名をリストアップ
して示す。
　民謡は，すべての期においてもっとも数が多く，とく
に1972年版で32曲ともっとも多くなっている。1970年代
の日本伝統音楽の扱いは，鑑賞教材というよりもむしろ，
表現教材・演奏教材として多様な民謡が取り上げられて
いるのが特徴的である。演奏形態も，器楽を加えたり，
合唱形態としたりとヴァラエティに富んでいる。それが，
1981年版，1995年版では楽曲・教材の精選が進み，2003
年版では，《ソーラン節》と《とぅばらーま》の 2 曲の
みとなった。
　その後，2014年版で，歌唱教材曲数がやや増加してい
る。楽曲の種類も，民謡だけでなく，雅楽（唱歌を含む），
箏唄，謡，長唄と幅広いジャンルで歌唱教材が設定され
るようになった。これもまた，平成20年度学習指導要領
において，我が国の伝統的歌唱の指導の充実が打ち出さ
れたことと連動している結果であると考えられる。
　歌唱教材曲は，民謡を主とする多様な楽曲群が教科書
に掲載された時代から，今日では，曲数が精選されたも
のの，日本音楽の各ジャンルで，日本の伝統的歌唱の体
験活動ができるよう，学習内容が変化してきていること
が読み取れる。
⑸　教科書「器楽編」に見る内容の変化
　次に，教科書「器楽編」における内容の変化について
見てみる。中学校の音楽科教科書は，本編が各学年 1 冊
ずつ，それとは別に「器楽編」が 1 冊あり， 3 学年間を
とおして合計 4 冊の教科書で学ぶように構成されている。
「器楽編」の中に，日本の伝統音楽の楽器（和楽器）に
関わる学習内容・教材が含まれている。
　図 6 は，「器楽編」に見る各楽器ごとの内容の割合の
変化を，2003年版と2014年版とで比較したものである。
教科書「器楽編」に含まれる音楽ジャンルは，和楽器と
して，箏，三味線，和太鼓，篠笛，尺八，西洋楽器として，
リコーダー，ギター，その他，西洋楽器による合奏（ア
ンサンブル）曲および和楽器による合奏曲群が収載され
ている。
　2003年版にくらべ，2014年版では，箏と三味線，そし
て和楽器による合奏曲のページの割合が少し増加してい
る。リコーダーとギターの割合は減少しているが，西洋
楽器による合奏曲の割合は増加している。
　全体としてみると，「器楽編」における和楽器の内容
の割合は，約35パーセント，それに対して西洋楽器の内
容の割合は，約65パーセントとなっている。
図 5　音楽活動領域ごとの割合の変化
表 1　歌唱教材曲数の変化
1958 1972 1981 1995 2003 2014
民謡  5 32 10 10  2  5
わらべうた  2  3  1
雅楽（唱歌を含む）  2  1  1  2  1
箏唄  1  2  1
謡（能楽）  1
長唄  1
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表 2　歌唱教材曲一覧
教育芸術社
1958 1972 1981 1995 2003 2014
民謡
中国地方の子守歌
（ピアノ伴奏）
こきりこ節（歌・
楽器）
お江戸日本橋
ソーラン節（歌，
楽器）
五木の子守歌（二部）
日本の子守歌（斉唱）
斎太郎節（歌楽器）
かりぼし切り歌
（陽陰 2 種）
子守歌（三部合唱）
ソーラン節（歌，
Ｒ）
大島節（ 3 部合唱）
かりぼし切り歌
こきりこ節（Ｒ）
黒田節
ソーラン節
かりぼし切り歌
わらべうた もっこ（二部・歌・笛）もっこ（ 3 部合唱）
雅楽
越天楽今様（三部
合唱）
越天楽今様（三部
合唱）
越天楽今様 越天楽今様
長唄 勧進帳（これやこの）
箏曲
さくらさくら（二
部合唱）
教育出版
1958 1972 1981 1995 2003 2014
民謡
五木の子守歌（合唱）
会津磐梯山（二部
合唱）
ひえつき節（ 2 部
合唱）
今様（山田耕作採譜）
こきりこ節
安里屋ユンタ
斎太郎節
南部牛追唄（作業歌）
ソーラン節（リード）
佐渡おけさ（笛）
花笠踊り
相馬盆踊り唄
秩父音頭
磯節
月ぬかいしゃ
会津磐梯山（笛）
大漁節（笛）
木曽節（笛）
日本和楽踊り
五木の子守歌
大漁節（笛）
船頭歌（笛）
鹿児島小原節
荒磯の歌
かりぼし切り歌
ひえつき節
よさこい
黒田節
串本節
こきりこ節（歌・
楽器）
ソーラン節
斎太郎節（ 3 部合
唱） 
竹田の子守歌（歌，
楽器）
南部牛追歌
かりぼし切り歌
（歌，楽器）
ソーラン節
黒田節
斎太郎節（合唱）
会津磐梯山（合唱）
竹田の子守歌（合唱）
かりぼし切り歌
ソーラン節
とぅばらーま
ソーラン節
こきりこ節
月ぬかいしゃ
子守歌（秋田民謡）
谷茶前
わらべうた
通りゃんせ（二部
合唱）
ずいずいずっころ
ばし（ 3 部合唱）
もりさ子もりさ
（二部）
寝ろじゃ寝ろじゃ
雅楽
越天楽今様（ 3 部
合唱）
越天楽今様 越天楽（唱歌）
箏曲
さくらさくら（二
部合唱）
さくらさくら（二
部合唱）
さくらさくら（二
部合唱）
長唄
謡 羽衣（東遊び）
戦後中学校音楽科教科書における日本伝統音楽の取扱い
─ 243 ─
⑹　鑑賞教材曲の内容の変化
　表 3 は，鑑賞教材曲の数と内容の変化を示したもので
ある。音楽の種類は，大きく二つに分けられる。一つは
民俗音楽（民謡，祭りの音楽，わらべうた等），もう一
つは芸術音楽である2）。
　教科書に掲載の民謡および祭りの音楽の数は，2003年
が 7 曲，2014年で 5 曲と，それ以前に比べ増加の傾向に
ある。これは，鑑賞教材としても，我が国や郷土の伝
統音楽の指導が重視され，学習指導要領にも具体的に，
「（前略）各地域に伝承されている民謡や民俗芸能におけ
る音楽など（p. 38）」と明示されていることの結果であ
ると考えられる。
　芸術音楽としては，雅楽，箏曲，尺八，三味線音楽は，
どの期においても教材として取り上げられ続けている。
加えて2003年および2014年では，能楽（能の音楽）が教
材として取り上げられるに至った。
　総じて，鑑賞教材として取り上げられる日本音楽の
ジャンルに，年代ごとの大きな変化は見られない。民謡
や祭りの音楽，そして芸術音楽の幅広いジャンルから教
材が取り上げられていると言える。
⑺　2014年版に見られる取扱いの特徴
　さいごに，2014年版教科書に見られる特徴的な取扱い
について見ておく。
　図 7 ，このページは，箏曲の鑑賞のページである（教
育出版，第 1 学年）。楽器の説明，調弦の説明や，箏曲
《六段》の中のいくつかの旋律が五線譜で示されている。
次のページには，箏曲の伝統的な楽譜が，縦
たて
譜
ふ
で示され
ている（図 8 ）。日本の伝統音楽が，生徒にとって慣れ
親しんだ西洋五線譜と，伝統的な楽譜と両方で示されて
いるというこうした傾向は，韓国でも同様に報告されて
いる（玄2015, p. 18）。これは，伝統的な楽譜も含め，音
楽文化をその生成した文脈まるごと学んでいこうとする
傾向と捉えることができる。
　ここで再度，図 5 （p. 241）を確認すると，音楽理
論を取り扱ったページは，1995年版で13. 4パーセント，
2003年版で8. 7パーセント，2014年版で4. 4パーセントと
徐々に減っている。
　図 9 は，音楽理論の中でも，音階を扱ったページであ
る（教育出版，第 1 学年）。日本の民謡のページに，律
音階，都
みやこ
節
ぶし
音階，沖縄音階，民謡音階の 4 種類が明示さ
れている。
表 3　鑑賞教材曲数の変化
1958 1972 1981 1995 2003 2014
民謡または祭りの音楽 1 2 2 7 5
わらべうた 1
雅楽 2 3 2 2 3 2
箏唄 2 5 2 2 2 3
尺八 2 2 2 1 1
三味線音楽：長唄，
義太夫節
4 2 2 3 4
能楽 1 2
和楽器による現代曲 2 2 1
図 6　教科書器楽編にみる学習内容の割合の変化
図 7 図 8
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　創作を扱ったページは，非常に少ない。
　1972年に5. 9パーセント，1981年では 3 パーセント，
1995年は3. 3パーセント，2003年は 0 パーセントとなっ
ている。しかし，2014年に創作の領域の割合は，6. 8パー
セントと増えている。
　図10，このページは，箏で旋律を創作する活動が示
されている（教育出版，第 3 学年）。いくつかの短い旋
律カードの中から，生徒が選び，それらを組み合わせて，
生徒それぞれがオリジナルの音楽をつくる活動である。
それほどの難しさなく，生徒が自分自身で箏の旋律創作
をすることができる活動となっている。創作活動は，その
活動を通して生徒自身がその音楽との距離を縮め，自分
のこととして音楽を理解でき，また創作の過程で思考力・
表現力も育まれるというよさがある。体験活動の充実とと
もに，今後，日本の伝統音楽の指導においても，創作活
動を取り入れた学習がますます増えることが期待される。
　図11，このページは，能楽の鑑賞のページである（教
育出版，第 3 学年）。ここでは，能楽の鑑賞と体験的な
表現活動とを関連させて，能楽への理解をより深める学
習内容が構成されている。具体的には，謡
うたい
をうたったり，
模倣的に能楽の囃
はや
子
し
（楽器）の体験活動を行ったりする。
　図12は，能楽《羽衣》より，「東
あずま
遊
あそ
びの数
かず
々
かず
に～」の
部分の，謡と小
こ
鼓
つづみ
，大
おお
鼓
つづみ
，太鼓の楽譜である。伝統的な
楽譜を少しアレンジして，わかりやすく示している。デ
ジタル教科書内の動画や，教師用指導書付属のDVDを
活用して，ポイントを押さえた体験活動が行えるように
なっており，見よう見まねで生徒自身が身体を動かし，
声を出してみる体験が，能楽の鑑賞をより深めることに
つながると考えられている。
図 9
図10
図11
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3 ．ま と め
　本稿では，中学校の音楽科教科書における日本伝統音
楽の取扱いについて，戦後の歴史的変遷および日韓比較
の視点から分析・考察した。
　その特徴として，以下の諸点が指摘できる。
　第一に，教科書に占める伝統音楽の割合は，約10パー
セントであり，韓国が約25パーセントであるのに比べ低
い割合となっている。
　第二に，活動領域ごとの割合の変化としては，韓国で
は歌唱，器楽，鑑賞，創作，理解の 5 領域をバランスよ
く学ぶように変化してきているのに比べ，我が国では，
2014年版で52. 2パーセントが鑑賞活動となっており，鑑
賞が主となる傾向が見られる。
　第三に，歌唱教材曲は，民謡を中心とした多くの楽曲
群が教科書に掲載された時代から，今日では，曲数が精
選されたものの，日本音楽の各ジャンルで幅広く，日本
の伝統的歌唱の体験活動ができるよう，学習内容が変化
してきている。
　韓国と比較すると，日本の状況はまだまだ工夫の余地
があるといえるが，両国の教育制度の違いや伝統音楽に
対する考え方の違いなどを考慮しつつ，我が国の課題に
向き合っていく必要があるだろう。
　2014年版教科書には，縦譜など音楽の本来的・伝統的
なあり方や文化的文脈への配慮が見られること，また，
体験的な活動や音楽をつくる活動を取り入れることで生
徒の興味関心を高め，学びを深めようとしていることが
認められた。こうした傾向が今後も続いていくことに
よって，我が国の伝統音楽の指導の充実が実現されてい
くことが期待される。
付　　記
　本稿は，2016（平28）年 8 月11日に韓国ソウルの中
央大学校にて開催された韓国音楽教育学会第60回記念
国際大会における口頭発表，“An Analysis of Japanese 
Traditional Music Instruction in Japanese Junior High 
School Music Textbooks” の内容をもとに，加筆したも
のである。
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注
1  ．澤田篤子（2012）は，韓国の国楽教育を支える背景
の一つとして，国立国楽院の存在を指摘している。韓
国の音楽・芸術教育部門を担当する体育文化観光部の
下部組織である国立国楽院は，例えば教材として活用
できるDVD資料を作成するなど，学校教育への積極
的な支援を行っているという。
2  ．民俗音楽とは，「常識的には，職業的音楽家によら
ない音楽，たとえばわらべうた，民謡，民俗芸能の音
楽などを指す」ものであり，芸術音楽に対する音楽と
される。小泉文夫（1989）p. 40参照。
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